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昨年度の研究テーマは「大人の意識の在り方を問う」であった。子どもの規範意識が芽生え、変容してい
く背景には、子どもにかかわる大人一人一人の考え方が大きく影響するのではないかと考え、アンケートや
文献から大人の規範意識を探った。その結果、大人が子どもとのかかわりの中で大切にすることの中にも、
幼稚園児、小学生、中学生それぞれの発達段階によって異なるものと、どの時期にも通じる普遍的なものが
あることがわかった。また、規範意識は育つものではなく、様々な体験を重ねていくことで変容していくも
のと考えられる。それぞれの発達の時期にどのような体験をしていくことが必要なのだろうか。そこで、小
学生、中学生の発達から規範意識を探り、そこから仲間の一員としての「私」をどのようにとらえているか
を分析し、幼児期に大切にしなければならない土台となる経験を明らかにしていく。 
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１．研究の方法
 子どもが表す姿として、自己が確立しており、集
団を意識しながら自己発揮をしていることを「はり
きる」、互いの存在を尊重し合い、それぞれの自己
が生かされ合っていることを「認め合う」、よりよ
い価値の追求のためにそれぞれが考えを巡らせて表
現し合っていることを「伝え合う」とした。これら
は、仲間の中の一員として暮らしを織りなしていく
上で大切な子どもの姿であり、これらの経験を積み
重ねていくことで、子どもの規範意識が変容してい
くきっかけになるのではないかと推測する。もちろ
ん、これらの姿は独立してそれぞれが育っていくこ
とではなく、互いに認め合うからはりきれるし、認
め合える関係だから伝え合えるようになるなど、そ
れぞれの経験が網羅して育っていくものである。 
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上の図は、仲間の一員としての「私」が変容しな
がら育っていく過程を表わしたものである。中央の
柱は「自己の育ち」を表わしている。自己の育ちの
基盤には自己有用感があると考える。さらに「自己」
が育っていく過程においては、様々な体験が必要で
ある。その体験を積み重ねることによって、幼児は
「はりきる」「認め合う」「伝え合う」などの経験
をする。それらの経験は１度きりで終わるものでは
なく、質を変えて繰り返され、そのことによって規
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